
新しいライフスタイルとパラダイムシフトを牽引する半導体デバイス

ノマデーツク時代を支える半導体デベイス技術
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ノマディックの世界

場所･時間にとらわれないでl盲報交換ができるライフスタイルは,マルチメディア世界での情報ネットワークと移動通信技術の融合一体化に

よって実現できる｡半導体デバイスはこれらのノマディック世界を支える役割を果たしている｡

ノマディックトレンドという新しい流れが始まってい

る｡遊牧民のように,場所や時間にとらわれないで情報

交扱ができる,臼山なライフスタイルである｡これは,

PDA(PersoIlalDigitalAssistaIltS)やセルラ携J王i‡電話な

どの偶人が持ち歩ける携帯判苗報機岩旨の進鳩に‾支えられ

ている｡

そのインフラストラクチャー技術は,コンピュータ,

過信,放送からエンタテインメント分野のすべての情糀

がディジタルという共通晋素によって行程のメディア_r二

で融fトーー付こ化したマルチメディア技術である｡

携肝と川音手l･之機岩:妄がこのマルチメディアの機能を持ち,

柑に無線通信機能を+しに持つことにより,いつでも,ど

こでも,だれとでも,というノマディックライフスタイ

ルを発墟させる｡このようなノマディックの仙界,マル

チメディアサービスを支える内像情報処理技術,情事は†ム

達技術,情事Ii蓄積記憶技術などの技術は半導体デバイス

の進歩によるものが人きい｡
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1.はじめに

通信･家宅･コンピュータが融合するマルチメディア

時代が始まっている｡文字,音声,図形,剛毅,映像な

どのあらゆる情報がディジタル化され,いつでも,だれ

でも,どこでも,どのような情報でも容易に得ることが

できる｡さらに,無線機能を持った携帯型情報機器によ

り,時間と空間を超越した自由なライフスタイルヘと安

中する｡それは,遊牧民のように,場所や時間に制約を

受けることなく大自然と解け合ったライフスタイルを想

起させる｢ノマディック時代+への新しい流れである｡

このようなライフスタイルの変化を支えるマルチメデ

ィア技術･機器の開発には,多量の情報を記録したり高

速処理する画像情報処理デバイスや通信什Jデバイスが重

要である｡特に携帯型情報機器は小彗竺化,低仙倍化,低

電圧･低電流化,高機能化が要求され,これらに対応で

きる半導体デバイスを開発することがますます重要にな

る｡しかも,従来のl山路を単に高集積化するというだけ

でなく,ソフトウェアをも万丈り込む必要がある｡

ここでは,ノマディック時代を支えるこれら-1F導体デ

バイス技術とその動向について述べる｡

2.ノマディック社会

ノマディックライフスタイルを支えるインフラストラ

クチャーは情報ネットワークであり,移軌体通伝言技術で

ある｡その形態を区=にホす｡地上は,大都十日間を光幹

線(2.4Gビット/s)で接続された光通信ネットワークで

形成されている｡基幹網は,ATMが中心となる装置であ

り,画像,音声,データなど種々のビット速度の只なる

情事lほ扱う｡さらに,領域が小さくなるとⅠ)BXや無線恭

地塙がそれぞれの領域内の通信管理を行っている｡また,

衛星を川いた(移動)過信システムにより,どこからでも

情報を直接手に入れることができる｡それには,移動体

通信やノマディック(モバイル)コンピュータが使われ

る｡移動体通信が高速化されるインフラストラクチャー

を図2に示す｡21仲紀に人ると移軌体過信を川いて動向

像伝送が可能となり,ノマディックライフスタイルがい

っそう允某する｡

このような構造の社会では,新Lいサービスや利川形

態が考えられる｡具体的には,ネットワークを利川した

ホームショッピング,電子決済,遠隔地の友人と¢)対峨

ゲーム,電了一メールなどがある｡これらは,時間または

せ一｢蒜㌻･歯
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注:略語説明 ATM(AsynchronousTransferMode).PBX(PrjvateBranchExch∂nge),CATV(Cab厄Televjsion)

図1 ノマディック社会の構造

ノマディック社会を支えるインフラストラクチャーであるネットワーキングを示す｡衛星を用いたシステムにより,どこからでも情報を手に

入れることができる｡
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図2 移動体通信の流れ

高速化される移動体通信によって動画像も送信できるようにな

り,マルチメディア化実現に向かう｡

空間を超越した道具である｡一方,コンピュータの使い

降車が急速に進歩し,計算機を意識させない環境や自分

に固有の使用環境が,海外などの離れた場所でも容易に

実現できるようになる｡環境の携帯化である｡

このように,ネットワーク技術と移動通信技術とが融

合したマルチメディアは,情報革命,上[所帯命そのもの

を導くものと言うことができる｡

3.ノマディックを支えるマルチメディア技術

以上に述べたノマディックを形成するマルチメディア

のための各装置やシステムを支えるためには,表1に示

すような要素技術および半導体デバイスが必要である｡

3.1システム技術

ノマディック社会の形成に必要なシステム技術として

は,(1)裡雉になるネットワーク管理技術やインテリジェ

ントネットワーク技術などが不可欠であり,そのための,

(2)ATM交換機技術,ATM-LAN技術,(3)無線通信技術

などが重要となる｡さらに,(4)新しいサービスを配信,

管理するシステム技術,(5)ディジタル放送技術,(6)デー

タ圧縮･伸張技術,大量のデータを効率よく管理するフ

ァイルサーバ技術などが鍵である｡

3.2 ソフトウェア技術

カラー動画像のような大量の情報を扱うため,MPEG

(MovingPictureExpertsGroup)やJPEG(JointPhoto-

graphicExpertsGroup)のような,帯域を去から去に圧

縮する帯域圧縮技術は欠かせない｡また,移動通信を用

いた動画像伝送にはさらに圧縮する技術が必要である｡

携帯型情報機器では小型,軽量が必須であり,そのた

めの入力方法としての音声合成･認識技術やパターン認

識技術が重要となっている｡さらに,だれとでも,情報

交換ができるための翻訳技術も必要となってくる｡

3.3 ノマディックコンピュータ

ノマディックコンピュータとは,いつでも,どこでも,

だれとでも,どのような情報でも扱える携帯型の個人情

報端末のことである｡基本的な構成を図3に示す｡

このノマディックコンピュータではマルチメディアに

関するハードウェア,ソフトウェア,システムのあらゆ

る技術が必要となる｡

4.ノマディックを支える半導体デバイス

4.1マイクロプロセッサ

大量の動画像データを高速に処理したり,使い勝手の

よい装置を提供したりするデバイスの中心はマイクロプ

ロセッサである｡ノマディックコンピュータやマルチメ

ディアパソコンなどに使われるマイクロプロセッサの性

能は10年で約100倍に向__卜している｡

携帯型情報機器やマルチメディア分野では低消費電力

で高速に処理できる能力を持ち,かつ低コストである

RISCプロセッサが主流になっている｡日立製作所は,消雪

電力当たりの性能が世界トップレベルのSuperH(SH)

RISCマイコンを製品化している｡

近年は,さらに高機能が要求され,音声処理,画像処

理をソフトウェアで実現するため,DSP機能を強化した

RISCプロセッサが開発されている｡日立製作所はDSP

を内蔵したSH-DSPを開発した｡また,実装したままプ

ログラムやデータの書き換えが可能なフラッシュEE-

PROM(Electrically Erasable Programmable Read-

OnlyMemory)内蔵のRISCプロセッサも開発している｡

プロセッサは高速で種々の処理を行うと同時に,電力

を極力抑えることが求められている｡これには単にデバ

イスレベルだけでなく,こまめに電源を切るシステム技

術,これに伴う低電力化CAD技術やアーキテクチャ技術

が重要である｡

4.2 半導体メモリ

携帯型情報機器は,一般に電池を使用するために電池

交換が必要になるが,このとき,記憶している情報が消

えないことが求められる｡また,限られた電池容量で情
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表1 ノマディックを支えるマルチメディア技術

システム技術を支える電子部品,要素技術の中でも,半導体技術の果たす役割は大きい｡

分 類 内 容 技 術 半導体デバイス

新サービス

ビデオオンデマンド

電子国書 暗号
不揮発メモリ内蔵マイクロコ

ンピューク

RISCプロセッサ

画像処王里LS】

ホームショッピング ファイルサーバ

電子決済

ゲーム･カラオケ配信

ビデオファイル

ネットワーク

移動体通信,無線通信 ATM交換
高周波デバイス,GaAs

半導体レーザ

DSP

マルチメディアネットワーク管理 ATM-LAN

インテリジェントネットワーク 光モジュ【ル

光通信 音声圧縮

放 送
CATV

ディジタル変復調 高周波デバイス,GaA∂

(QAM,qPSK,OFDM) qAM

ディジタル放送(DVB,DAB) 帯域圧縮 MPEG2

(MPEG2,M]SICAM) RISCプロセッサ

ソフトウエア

帯域圧縮 MPEG

RISCプロセッサ音声合成,音声認識 +PEG

パターン認識 ADPCM DSP

翻訳 HMM

ファイル

CD-ROM
高密度･高速信号処‡里

高精度サーボ

データ チャネル プロセッサ

ディジタル ビデオ ディスク PRML

ハードディスク,メモリカード モータドライバ

報を何度も書き換えできることも求められている｡これ

らの要求を満たしてくれる不揮発性メモリとしてフラッ

シュEEPROMのニーズが増している｡また,将来にl妄りけ

てはフラッシュEEPROMの書き換え時間がさらに短く

できる,不揮発性RAM(Ra11domAccessMemory)であ

る強誘電体メモリも期待される｡

なお,マルチメディアでは両性を扱うことが多いので,

近年,痢像情報にアクセスしやすいように,1【自Ⅰのアク

セスで連続した多数の情報を高速で読みJI■.せるグラフィ

ックメモリの市場が伸びている｡

4.3 メモリカード

携帯型情報機器の外部記憶装置として,(1)消雪電流が

小さい,(2)小型で軽量,(3)衝撃に強いという必要条件を

備えたメモリカードが重要な働きを担っている｡このメ

モリカードにはフラッシュEEPROMが搭載されてい

る｡大きさは一般にPCMCIA(PersonalColllputer

Memory CardInternationalAssociation)準拠のⅠ)Cカ

ードサイズである｡携帯型情報機器のサイズをさらに小

さくしたいという要求に対し,切子サイズ(PCカードの

体積の†)のフラッシュEEPROM内蔵メモリカードが

登場してきた｡これらは半導体技術および信号処珊ソフ

トウェア技術に支えられている｡

4.4 高周波デバイス

いつでも,どこでも,だれとでも情報交検するために

注:略語説明

RISC(Reduced】nstruction Set Com-

puter)
DSP(DigitalSign∂lProcessor)

DVB(DigitalVideo Broadcast‥1g)
DAB(Digit∂lAudio Broadcast‖1g)
qAM(quadr∂tUreAmplitude Modula-

tion)

QPSK(quadraphase-Shi什Keying)
OFDM(0rthogon∂lFrequency Divト

sion Mu肘plex)
MUSICAM(M∂Sking Pattern Adapted

Unive｢salSubb∂ndlnteg｢atedCod-

ingand Mu】tiplexing)
ADPCM(Adaptive DifferentialPuIse
Code Modula小0∩)
HMM(川dden Markov Model)
CD-ROM(Compact Disc Read-Only

Memory)
PRML(Parti∂lResponse Maximum

Likelihood)

は無紡け支術,移動体通信技術が必要であり,より遠方の

人と情報交換できることが求められる｡

受信部では,微弱な電波をとらえるために,低雑音で

低ひずみ,低損失の高周波デバイスが求められる｡この

ためにはGaAs(ガリウムひ素)FET(Field-Effect Tran-

sistor)などのデバイスが用いられる｡

送信部では,より少ない電流で効率よく電池を遠くに

飛ばす必要があり,Si-MOS(Metal-0Ⅹide-Semic()n-

ductor)FETやGaAsFETが円いられる｡携帯型情報機器

ではさらに小当竺化が要求され,このためコイルやコンデ

ンサで構成した整合Irfl路を内蔵したMMIC(Microwave

Moll()1ithicIC)が開発されており,今後もさらに高集柿

化が進められると考える｡

5.新しい動向

移動体(無線)通信を川いたマルチメディア化が急速に

進む小で,現在はディジタル携滞電話機で静_l_1二画像を送

ることができる｡さらに,マルチメディアの進展ととも

に動所像を送ることが要求され,次仲代(211壮紀)の移動

体通信イ ンフラストラクチャーであるFPLMTS

(FuturePublicLandMobileTeleconlmuIlicatiollSys-

tems)では,メガビット/秒の伝送速度がサポートされる

戸定であり,これによって動画像も送ることができる｡

一方,高画質な劾画像を通信するためにミリ波(60GIIz)
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図3 ノマディックコンピュータの構成

ノマディックコンピュータは,いつでも,どこでも,どのような情報でも容易に扱える携帯型の個人情報端末である｡

の屯波を使った通信インフラストラクチャーも開発が進

めら雇1ている｡

ま7∴ データの入力についてはキーボード操作,ペン

操作が主流であるが,打声認識技術を用いたデータ人ノJ

が叶能になると考える｡･呪在,カーナビゲーションなど

にすでに一部探糊されている｡21世紀には,臼然会話を

認識することができる音声認識技術がノマディックコン

ピュータにも使われると考える｡

これらのインフラストラクチャー技術の先腱にも,高

周波デバイス,RISCマイクロプロセッサ,メモリなどの

半導作こデバイスが貢献する｡

6.おわりに

ここでは,ノマディック時代を支える半導体デバイス

技術とその軌I乙=二ついて述べた｡
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